
2 月 21 日（木）に、本学教職大学院の記念すべき 1 期生の、２年間の学びの集大成とも言
える「最終成果報告会」を開催しました。教職大学院では、院生に「学修テーマ」を決め

たうえで入学していただいています。この「学修テーマ」は、教職大学院での２年間を通

して解決の道を探求していく、

学校や地域等の教育課題です。

１期生は、この２年間、自身

の「学修テーマ」について、大

学教員や同期入学生たちととも

に，多角的に広い視野から検討

し，解決の道を探究してきまし

た。その成果を『最終成果報告

書』としてまとめました。

一人一人の院生が、学修テー

マ設定の理由や、研究の目的、

方法、考察、成果と課題等について、プレゼンテーションの形式で発表を行いました。発

表の後には、参加者からたくさんの質問や感想、意見等が出され、一人２０分の持ち時間

は、あっという間に過ぎていきました。

学校経営力開発コース（現職教員学生）の発表では、自らの問題意識を問い直すところ

から始めて探求していったという話や、先行研究などや１年目の長期実習から得た学びか

ら仮説を立て、それを２年目の長期実習等で検証していったという話、この２年間の学び

によって自身の教育観が大きく変化したという話などが出されました。いずれの発表にお

いても、その成果は学校現場等に還流するのに十分なものを備えていると感じられました。

また、教育実践力開発コース（学部新卒学生）の発表は、２年間の長期実習の成果等を

ふまえ、今後の教員生活に資する、実践的な内容のものでした。特に、教職大学院での２

年間の学びについて、「自分の学習観や教育観がが変容するのを経験した。もし、大学卒業

後に教職に就いていれば、自分の授業スタイルは、自分が学生であったときの体験に強く

影響されていただろう。教職大学院での学びによって、それを乗り越えて、多様な生徒に

対応した授業を行うために理論が大切であることを学んだ。」という振り返りの言葉が強く

印象に残りました。

発表を聞いていた２期生からは、「学修の成果は、学校現場でとても役立つもので、とて

も参考になった。」「自分も、１期生のように学修テーマを追求していきたい。」という声が

聞かれました。
【 １ 期 生 の 学 修 テ ー マ 一 覧 】
＜ 学 校 経 営 力 開 発 コ ー ス ＞

角 谷 道 生 エ ピ ソ ー ド 記 述 を 用 い た 高 校 福 祉 教 員 の 省 察 に 関 す る 研 究

小 宮 康 子 授 業 づ く り を 中 核 に 据 え た 学 校 づ く り の た め の

校 内 研 修 シ ス テ ム の 構 築

杉 野 拓 也 体 力 向 上 に 資 す る 授 業 の 改 善 ― タ ブ レ ッ ト 活 用 と 協 同 学 習 ―
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世 古 浩 一 児 童 が タ ブ レ ッ ト 端 末 を 効 果 的 に 活 用 す る 授 業 と 教 員 研 修 の あ り 方

野 呂 貢 一 実 践 よ り 学 ぶ 「 学 び の 在 り 方 」 の 探 究

― 探 究 で き る 子 ど も を 育 む た め に 教 師 は 何 が で き る の か ー

福 永 名 津 学 校 現 場 に お け る 教 育 相 談 の 充 実

古 川 真 由 美 高 校 新 卒 就 職 者 と そ の 就 職 先 事 業 所 へ の 調 査 か ら 見 る

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 の 検 証

― 普 通 科 高 校 に お け る キ ャ リ ア 教 育 の 改 善 を め ざ し て ―

牧 野 江 津 子 小 学 校 に お け る 「 深 い 学 び 」 を 実 現 す る 授 業 の 具 体 的 条 件 の 解 明

水 谷 佳 満 小 学 校 と 中 学 校 で 実 現 可 能 な ビ ジ ュ ア ル プ ロ グ ラ ミ ン グ 言 語 を 用 い た

授 業 づ く り

峯 下 隆 志 高 等 学 校 に お い て 生 徒 に 深 い 学 び を 実 現 す る 教 員 の 専 門 性

― 教 員 の 実 践 に お け る 「 省 察 的 実 践 者 」 と し て の 認 識 論

及 び 「 教 育 工 学 」 か ら 見 た 授 業 ス タ イ ル に 着 目 し て ―

＜ 教 育 実 践 力 開 発 コ ー ス ＞

浦 口 真 凛 小 学 校 社 会 科 に お け る 地 域 の 素 材 を い か し た 教 材 の 有 効 性 に 関 す る

事 例 研 究 ― 主 に 実 習 に お け る 授 業 実 践 を 通 し て ―

山 中 眞 帆 「 伝 わ り や す い 英 語 」 の 習 得 を 目 指 し た 授 業 づ く り

西 田 郁 美 中 学 校 理 科 に お け る 見 通 し と 振 り 返 り を 意 識 し た 学 習 指 導

吉 川 和 希 小 学 校 英 語 の 授 業 の 導 入 に お け る Sm a l l T a l k活 用 の 可 能 性

吉 村 友 希 英 語 科 に お け る 文 法 事 項 の 系 統 性 を 活 用 し た 言 語 活 動 の 研 究

― 既 出 事 項 の 定 着 と 新 出 事 項 の 理 解 を め ざ し て ―

２月７日（木）に、２期生による第３回中間報告会を

実施しました。昨年度と同様、ポスターセッション形式

による発表としました。院生たちは、自身の学修テーマ

について、この１年でどのように再構築したか、来年度

どのように探求していくのかなどについて発表を行いま

した。ポスターには、長期実習での学びからどのように

問題意識が変わったのか、来年度の長期実習で何を検証したいのか、今後どのように学修

テーマを探求していくのか等について、図表等を使って具体的かつ簡潔に示されていまし

た。会場全体は、活発に質問や意見等が出されるなど、とても充実した発表会となりまし

た。参加した１期生が自身の経験からアドバイスをする姿や、同じカテゴリーの研究をし

ている１期生に２期生がアドバイスを求める姿が

見られました。このように、異なる学年の院生た

ちが交流することにより、お互いに新たな気づき

や学びが起きることを実感する場となりました。

院生たちは、本報告会での学びをもとに、それ

ぞれの学修テーマについて、今後、さらに深めて

いくことでしょう。
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